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(株)栗原建設は事業活動を通して、全社員が環境に配慮した「施工」,「資源」の

有効活用に努め継続的な改善を行い、地球環境に配慮した事業活動を目指します。

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

１-　二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２-　水資源の有効活用のため、節水に努めます。

３-　分別の徹底、リサイクルを推進し、廃棄物排出量の削減に努めます。

４-　地域の環境保全を行うため、環境に配慮した施工活動に努めます。

５-　事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

６-　定期的に地域貢献を行い、地域社会とのコミュニケーションに努めます。

制定日：

代表取締役　副社長　清水　栄司

〔基本理念〕

〔基本方針〕

株式会社　栗原建設

2013年10月10日

１、環境経営方針
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1．　事業所及び代表者名

株式会社　栗原建設
代表取締役社長　小笠原　富美枝

2．所在地

〒372-0034

群馬県伊勢崎市茂呂町２-３５１６-４

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役副社長 清水　栄司

環境管理責任者　：　専務 小笠原　茂

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局 米田あゆみ

TEL： 0270-25-6720 FAX： 0270-25-3716

Ｅ-mail：kuriken@yacht.ocn.ne.jp

4．対象範囲

株式会社 栗原建設　全組織及び全活動

5．事業規模

売上高 250 百万円

従業員数 10 人

事務所床面積 172 ｍ2

倉庫床面積 278 ｍ2

資材置場面積 264 ｍ2

２０２２年

２、事業活動の規模
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6．事業の内容

6-1　特定建設業の許可

群馬県知事 許可（特－２９）第１１４号

許可の有効期間 平成29年 9月17日から平成34年 9月16日まで

建設業の種類

土木工事業 とび・土工工事業

石工事業 管工事業

鋼構造物工事業 ほ装工事業

塗装工事業 水道施設工事業

6-2　一般建設業の許可

群馬県知事 許可（般ー２９）第１１４号

許可の有効期間 平成29年 9月17日から平成34年 9月16日まで

建設業の種類 建築工事業

6-3　産業廃棄物収集運搬業の許可

群馬県知事 許可番号 ０１００００１８３２５

許可の有効期間 令和 1年 5月15日から令和 5年 5月14日まで

（１）　事業の区分　自社工事の収集、運搬に使用

（２）　産業廃棄物の種類（積替え　保管を除く）

①廃プラスチック類、②ゴムくず、③金属くず、

④ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、

⑤がれき類（以上５種類）

6-4　品質マネジメントシステム認証登録

適用規格 JIS Q9001:2015 (ISO9001:2015)

登録番号 Q1168

有効期限 2022年 12月 20日

初回登録 2004年 12月 21日
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①-環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

②-エコアクション２１の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・
　 資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。
③-環境方針を制定する。
④-エコアクション２１の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・
　 環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂
　 を指示する。

①-エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を
　 図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。
②-エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による
　 見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者
　 に提供する。
最高責任者･環境管理責任者･部門長で構成し、1/4年1回環境管理
責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗
管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する
ことができる。

①-事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に
　 関する実務全般を所管する。

【現場代理人】
①-土木部として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に
　 関する現場作業の実務全般を所管する。

３、エコアクション２１　推進組織図

【最高責任者】
副社長

清水　栄司

【環境委員会】
(年１回開催）

【環境管理責任者】
小笠原　茂

土　木　部
齋藤　元設
ほか６名

総　務　部
米田あゆみ

土　木　部
齋藤　元設
ほか６名

職名 役　　　　　　　割

最高責任者
副社長

清水　栄司

環境管理責任者
小笠原　茂

環境委員会

総　務　部
米田あゆみ
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1．環境目標とその実績
＊購入電力の排出係数は、0.496  を使用しています。

目標値 実績値

※基準値は2018～2020年の平均値を用いた。

２．主な環境負荷実績

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 平均

①二酸化炭素排出量 64,258 65,108 66,139 54,277 39,193 53,180 58,507 59,066

643 462 661 543 392 531 585 553

②廃棄物排出量 965,570 885,000 656,000 832,605 986,820 912,350 487,690 850,305

966 885 656 833 987 912 488 850

③水資源投入量 166 195 202 195 157 141 166 176

17 20 20 20 16 14 17 18

＊平均は最大と最小を除いて計算している。

＊下段は、上からそれぞれ（総量/100，1000，10）を示している。

ゴミの分別作業の実施

清掃状況の表示し、地域住民にア
ピールする。

③-地域社会貢献への積
極的な取り組み

（ ）

環境への負荷

目標の達成状況

目標は、未達成。
電力、ガソリン、軽油の使用量が増
加したために、結果的には実績数字
が、大きくなってしまいました。

舗装工事の増加により廃棄物の排出
量が大きく変動した。

夏場の水の使用量を検討する。
洗車等の使用の制限等

本業に関する目標

①-建設現場における事
前環境影響調査の実
施、推進

1,030 1,127
過去３年間の平均に

対して3％
削減

②

17

- - -

ゴミ箱の　設置

従業員一人当たりの
水資源投入量の削減

( )

17 16

④

目　標

過去３年間の平均に
対して2％

削減

1,062

環境目標

基準値

４、環境目標とその実績

過去３年間
の平均

今年度目標

２０２２年

138

現場の把握とルールの
徹底

142

①

(kg-CO2)

(kg)

191

過去３年間の平均に対
して 3％
削減

②-建設現場内の整理整
頓の実施

清掃、清掃状況の表示

売上高100万円当たり
の廃棄物排出量の

削減
(kg/百万円)

売上高100万円当りの
二酸化炭素排出量の

削減
(kg-CO2/百万円)

③
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２．中長期の環境目標

目標値 551 目標値 534 目標値 518 目標値 501

実績値 585 実績値 実績値 実績値

目標値 825 目標値 800 目標値 776 目標値 751

実績値 1,127 実績値 実績値 実績値

目標値 17 目標値 16 目標値 16 目標値 15

実績値 17 実績値 実績値 実績値

＊中長期目標は、2022年度目標値に基づいた値。

今年度の目標
中長期の目標
（１年後）

中長期の目標
（２年後）

中長期の目標
（３年後）

2022年 2023年 2024年 2025年

実　績 目　標 目　標 目　標

① 過去の平均に対して
３％削減

前年の平均に対して
３％削減

前々年の平均に対し
て３％削減

二酸化炭素排出量
の削減

(kg-CO2/100)

環境目標

② 過去３年間の平均に
対して３％削減

過去３年間の平均に
対して３％削減

過去３年間の平均に
対して３％削減

売上高100万円当たり
の廃棄物排出量の

削減
(kg/百万円)

③ 過去３年間の平均に
対して３％削減

過去３年間の平均に
対して３％削減

過去３年間の平均に
対して３％削減

従業員一人当たりの
水資源投入量の削減

( )

④

本業に関する目標

①-建設現場における
事前環境影響調査の
実施、推進

・建設機械の未使用
時でのエンジンス
トップを心掛ける。

・軽油の使用量の削
減

・建設廃材で再生可
能なものは再生利用
する

②-建設現場内の整理
整頓の実施

・不用品等は早めに
処理を行い現場内の
整理整頓に努める。

・ゴミの分別を行い
再生資源を有効活用
する

・アルミ缶は自治会
の収集に協力する
・段ボール等の紙類
は紙業業者に引き
取ってもらう

③-地域社会貢献への
積極的な取り組み

・工事内容を表示す
る

・ぐんまちゃん、く
わまるを活用する

・回覧板を使用して
工事内容を知っても
らう
・現場周辺の清掃作
業を行う
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 1月～12月の活動の取組みと評価をしております。

1-二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化・表示

②照明不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

2-廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

④裏紙使用ルールの徹底

3-水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③トイレの節水

5-本業に関する目標

・工事前の事前調査の実施

　　状況写真、確認項目

・施工状況の写真を記録する

・現場状況の写真を記録する

・道路清掃

　　ゴミ拾い、清掃作業の実施

・現場状況の危険個所を記録する

・ゴミの分別

　　アルミ缶、スチール缶、びん等の分別

　　プラスチック、ペットボトル、ボトルキャップ

⑤-創意工夫を創造する

２０２２年

①-実施工程の短縮

④裏紙使用について、使用率を上げる。

⑥-ゴミの分別の実施

②-施工品質の向上

次年度の取組内容

次年度の取組内容

次年度の取組内容

事務所のエアコンが２０年を過ぎたので、新型に交換の検
討も必要と思われる。

当社において主な産業廃棄物は、①アスファルト塊、②コ
ンクリート塊が９８％を占めています。舗装工事の増減に
よりますが、比率はほぼ同じです。

④-清掃作業等の実施

５、環境活動計画の取組みと評価

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

①～③は、実施済み
④、⑤についは、2017年から各車両の走行距離と使用燃料
を把握して、燃費計算を実施した。今後燃費、走行距離を
参考に車両の入替を検討する。

事務所で使用している水道の量は、トイレ、洗濯物を洗う
事、洗車であるが洗車は会社の清潔さを出すために必要。
注意して使用する。

③-事故、災害をゼロにする

雨水の再利用を考える。
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1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

２０２２年度の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。

　代表者による全体評価と見直しの結果

　　2013年（平成24年）10月より、エコアクション21を実施しました。　

　全社員に対しエコアクション２１の取組みの意味を理解して、環境に対する意識を

　各自が環境配慮に対する意識を持ち、環境負荷の低減に取り組んでいきたい。

【環境目標への取組み】

　　工事の受注高により、環境目標値が上下しますが、各自が排出量の削減に意識を持ち、

　目標が達成できるように改善する。特に、前年度は舗装工事が受注の半分を占めたため、

　廃棄物の搬出量が極端に増加した。今後はこのような舗装工事が増える傾向になると思わ

　れます。

【環境活動計画への取組み】

　社会貢献活動を積極的に実施する。

　会社対応として、地域清掃作業への積極的な参加活動を実施する。

　各工事現場においては、ゴミ拾い、清掃作業等を実施し、環境美化を実施する。

　各工事現場において環境対策事項を設けて、環境対策に注意する。

　事務所の蛍光灯をＬＥＤ照明に入替て電気使用量を削減する。

【環境関連法規等の尊守】

　環境関連法規等は尊守されている。今後は新たな法規制、条例等の変更を常に意識し

　環境関連の法規は勿論、他の法規等の違反が無い様に継続して行う。

６、環境関連法規制の遵守

７、環境活動計画の取組みと評価

法規制等の名称

騒音規制法 ―

―

遵法

遵守状況

振動規制法

廃棄物処理法

遵法

遵守事項

特定施設の届出（本年度は該当工事無し）

特定施設の届出（本年度は該当工事無し）

委託基準（契約書・許可証）、マニフェスト伝票
の交付・保存及び交付状況報告書の提出

フロン排出抑制法 第1種特定製品の3カ月/1回の簡易点検の実施
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１）　業務用エアコンの設置状況

・業務用エアコンの設置台数　ｘ　４　台

・使用冷媒（フロン）　ＨＦＣ　Ｒ４０７Ｃ　　３.０ｋｇ

認証・登録番号

・設置年月　２００３年　（平成１５年）

８.　環境活動の取組状況

・使用冷媒（フロン）　ＨＦＣ　Ｒ４０７Ｃ　　３.０ｋｇ/台

・室外機の設置状況・業務用エアコンの設置台数 X ４ 台

・室外機のメーカー名　：　ＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ
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１-　工事現場内の通学路の清掃作業を実施。

２-　事務所のエアコンの点検、清掃

３-　事務所の消火器の点検

有効期限 2025年末

８.　環境活動の取組状況
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